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向境　（むカーし→さカ、し→）　遺　跡　特　集

今回は、前回の栗谷遺跡に引き続き、

八千代市保品の八千代カルチャータウン

の開発事業に関連して行われた埋蔵文化

財調査の一つである向境遺跡を紹介した

たいと思います。

【向境遺跡の位置】　向境遺跡は、前回

の栗谷遺跡同様、八千代市北東部の保品

地区に所在し、遺跡北側に新川を望む、

台地の縁辺部から平坦部に位置していま

す。谷津を挟んだ対岸の台地に栗谷遺跡

が、同じ台地の北側に境掘遺跡が隣接す

る位置関係にあります（次ページ図面参

照）。発掘調査前峠山林でしたが、現在

は住宅地となり、栗谷遺跡同様、景色が

一変しています。

【遺跡の概要】　向境遺跡は、縄文時代

～近世に至るまで実に様々な時代の遺跡

で、このような遺跡のことを複合遺跡と

呼んでいます。向境遺跡の範囲内には、

近世の塚や土塁（どるい）が調査され近世に

至るまで、人々の暮らしの営みを窺い知

ることができます。また、隣接する境堀

遺跡も全く別の独立した遺跡ではなく、

それぞれが関連しあって、時間的、空間

的に連続した遺跡であることが判ってき

ました。

特徴的な事柄を2、3あげるとすると

先ず、縄文時代の撚糸文系土器が多量に

出土したことです。撚糸文土器とは、縄

文時代早期（約9000年前）の土器で、八

千代市内で見つかっている縄文土器の中

でもかな■り古い時代の土器になります。

撚糸文とは、棒状のものに縄を巻きつけ

コイルのようにし、それを転がして模様

をつけます。出来上がった模様は、「雨

だれ」・のような模様となります。向境遺

跡で見つかった撚糸文系土器は、詳しく

は、「花輪台式」土器と呼ばれ、「雨だ

れ」模様の他に鳥の羽のような模様をつ





縄文時代早期　撚糸文土器（花輪台式）
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奈良・平安時代　竪穴住居跡ユ／ユ60

けたりします。また、土器の百の下に縄

を押し当てて、胴の模様を区画すること

も特徴としてあげるととが出来ます。

次に、奈良・平安時代ですが、竪穴住

居跡か62軒発掘されました。通常、この

時代の竪穴住居跡は、壁のほぼ中央にカ

÷■ドが作られていることが多いのですが

向境遇廟では、住居跡の角にカマドを作

る珍しい例が何軒か見つかりました。そ

そて、角にカマドを持つ住居跡から、「

寺」・「三宝（さんぽう）」など仏教的

な文字が書かれている土器＝墨書土器（

ぼくしょどき）が共通して多く出土しま

した。墨書土器を出土する住居跡は、他
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にも発掘されたのですが、角にカマドを

持つ住居に限って仏教的な文字の墨書土

器が出土するあたりが興味をひきます。

更には、鯖（ふいご）の羽ロ（はぐち）

鉄渾（てっさい）といった鍛冶（かじ）

作業に使われる遺物が出土しています。

これらの事柄から向境遺跡の一角に普通

の農村集落とは違う特殊な集落か、施設

があったことが見えてきました。

向境遺跡は、以上のように、縄文時代

や奈良・平安時代で様々な特徴を示して

くれます。また、こ＿のこと以外でも、様

々な成果を挙げています。

（宮澤）

一編集後記†

次回は、向境遺跡の隣に展開する境

堀‾（さかいはり）遺跡について書き

たいと思います。
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